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小宮幹事 松石会長

今日の例会 Today’s Regular Meetings

１１月６日（木）１９:００～２０:００
第１６５７例会
例会場：伊勢丹浦和店７階クローバールーム
テーマ：新しい「ボートマッチ」について
卓話者：早稲田大学教授 山本 鉄平 様
食 事：天ぷら つな八

次回の例会 Next Regular Meetings

１１月１６日（日）１２:３０～１８:２０
第１６５８例会
例会場：戸田市文化会館大ホール
テーマ：地区大会２日目「UNITE FOR GOOD」
卓話者：
食 事：

会長挨拶 松石 滋樹
【村上副会長代読】
皆様、こんばんは。
本日も例会の御出席ありがとうご

ざいます。
本日、業務上の都合により、例会

場での例会出席が叶わず、オンライ
ンで出席いたしますことをお詫び申し上げます。
さて、本日は国際奉仕事業に関するクラブ研修

例会となっております。皆様ご存知の通り、当ク
ラブではこれまで様々な国際奉仕事業を行ってま
いりました。これまでの国際奉仕事業を振り返り
ながら、楽しかった思い出や失敗談を共有し、今
後の国際奉仕事業に活用していきたいと考えてお
ります。
また本年の国際奉仕事業は、昨年に引き続き、

タイの浄水器設置事業となっております。すでに
事業に必要な資金については、小宮幹事から海外
送金を行っていただいており、11月に事業確認の
ために現地に訪問予定となっております。私もロ
ータリーの活動で海外に行くことは初めてですの
で、ぜひ会員の皆さんと現地に訪問したいと考え
ております。
それでは本日の例会どうぞよろしくお願いいた

します。

浦和中ロータリークラブ

【相原章会員ＲＬＩファシリテーター委嘱】

【お客様】

2026～2027青少年交換留学派遣性合格報告
阪本橙子さん（春日部共栄中学校）

阪本智子さん（母）阪本貴司さん（父）

【委員会報告】
辻村親睦委員長→クリスマス家族例会現在59名
折茂職業奉仕委員長→高砂小コラボ企画２月２８日
横田奉仕Ｐ委員長→オレンジリボンウォーク11月1
日（土）開催アプリ協力依頼
【麻雀同好会】市川さん報告→１位は熊坂さん



出席報告：石井佳代出席委員長

①会員総数
2025-26年度

②本日の出席
会場+リモート

③メークアップ
カード枚数

④出席数
（②+③）

⑤免除会員数
2025-26年度

⑥免除会員者
当日欠席数

⑦実行数
（①-⑥）

⑧出席率
（④÷⑦）

32 25 3 28 3 2 30 93.33％

【編集後記】研修会、今回はディベート形式でした。自分の考えは別として、あえて対局する立場で議論することによ
り、見えてくること、深堀出来ることが多いと勉強になりました。青少年交換派遣性のお父さんからは、「本日は付き添
いできましたが、ロータリーがこんなにも多くの奉仕活動を熱心に行っていることに感銘をうけました。今まで普通のサ
ラリーマンでしたが、今日を境に奉仕活動というものを真剣に考えていきたい」というコメントが印象的でした。（よ）

例会日：毎週木曜日 19:00～20:00
例会場：伊勢丹浦和７Ｆ クローバールーム
事務局：さいたま市浦和区高砂2-8-4 市川ビル３階
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クラブ研修例会 国際奉仕・青少年交換事業（グローバル・ローカルについてディベート）

幹事報告 栗原クラブ管理運営委員長代理報告

【配付物・行事】
①週報・ニコニコ1655
②オレンジウォーク2025チラシ
③子ども虐待防止オレンジリボン運動
④例会資料
【回覧】・財団室NEWS11月号
11/1（土）青少年交換事業茶道・能楽体験会

青少年交換留学生・派遣候補生
11/1（土）コンパスナビ オレンジウォーク
11/1（土）ベルヴィ武蔵野 会員増強維持部門

職業奉仕部門セミナー 横田会員
11/6（木）定例理事会

自称３８歳

グローバルとローカルのディベート（一例）
●グローバル補助金を使った事業を展開し、推進すべきとい
う意見と地域的視野で解決すべき意見
●地域に目指した活動が重要で、地元の困っている人を支援
することが大切だと考える
●国際的なプログラムも大事だが、地域に目を向けることが
重要である
●ローカルとグローバル両方を進める選択肢があると考える
●国際奉仕はクラブにとって重要な柱であり、地元の支援も
重要だが国際的な活動はやるべきである
●国外に出ることに抵抗がないので、国際奉仕を強める要件
が揃っている
●個人の気持ちを持っていれば地道な活動ができるが、グロ
ーバルな活動はクラブとして重点を置くべきである

国際活動と地域活動に関する意見
●国際奉仕活動は無理のない範囲で行うべき
●会員全員が参加できる活動が必要
●地域と国際の活動は互いに否定しないべき
●国際活動の重要性を理解することが必要
●途上国の子どもたちの状況を知ることが大事
●一歩踏み出すことの重要性
●地元活動を強化する必要がある
●国際授業を通じて奉仕する側も学ぶ機会

グローバルとグローカルの学びについて
●ネパールの養護施設で捨てられた子供たちの話通じて夢を
持つ重要性を語った
●日本国内の経済格差について、国籍に関係なく運に左右さ
れることを指摘した
●途上国の子供たちの教育機会について気にかけている
●ロータリークラブの活動を通じて地域貢献の重要性を感じ
ている
●血液輸送車の活動が地域で行われていることを確認した
●グローバルな寄付の使い道について考える必要性を感じて
いる
●国際報酬に対する興味の違いを理解することが重要だと述
べた

ロータリーにおける人とのつながりと社会貢献について
●人対人のつながりが子どもに伝わっていることを感じた
●自分の仕事だけでなく未来につなぐ意識の重要性を認識し
た
●ディベートを通じて学び、自分が変わりたいと思っている
●身近な困っている人への支援が不足していることを指摘し
た
●国際ロータリーの国際プログラム推進の理由を考えさせら
れた
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